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1. 調査の実施概要 

 調査の目的 

 本レポートは、愛知県の一般県民を対象に、家庭の日常生活における省エネ行動の実施状況と、気

候変動問題や省エネ・節電に関わる事項に対する認知度・認識度について把握するアンケート調査を

実施し、その集計・分析結果を取りまとめたものである。 

 本調査はウェブサイト等で公開し、推進員、関係機関、当センターが実施する地球温暖化防止活動

とその普及啓発活動において、参考資料、参考データとして活用されることを目的に実施した。 

 

 調査対象（回収数） 

  令和 4 年 7 月~10 月にかけて行われた下記の 4 つのイベントの来場者および関係者を対象に、

調査票の配布・回収を行った。 

  その結果、合計 203部の回答済み調査票を回収した（有効票のみカウント）。 

開催日 開催地域 調査を実施した出展イベントなど 回収数 

7月 31日 

田原文化会館・田

原市総合体育館

（田原市） 

たはらエコフェスタ 9 

9月 10,11日 
豊田スタジアム 

（豊田市） 
とよた産業フェスタ 101 

9月 17日 
久屋大通公園 

（名古屋市） 
環境デーなごや 54 

10月 6～8日 

愛知県国際展示場

（AichiSky Expo）

（常滑市） 

SDGs AICHI EXPO 2022 39 

サンプル数・計／ｎ数 203 

 

 調査方法 

調査票 

・調査票の規格：Ａ4 サイズ・全 4 頁（表紙の調査趣旨説明、裏表紙のクール

チョイスＰＲ含む／設問は約 2.5頁）・モノクロ 

・調査項目は、「家庭の省エネアンケート」「気候変動・省エネに関する認知

度アンケート」の 2部構成となっている。 

※前者は全国地球温暖化防止活動推進センター（JCCCA）が作成した設問項目

で、後者は環境創造研究センターが作成した設問項目である。 

調査方法 ・回答者自身が調査票へ直接記入・記述する調査方法により実施。 

配布・回収法方 
・イベント来場者が当センターの出展ブースへ立ち寄った際に、調査協力を呼

びかけ、その場で記入回答、回収。 
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 調査項目（調査票） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査票・表紙 
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調査票・設問ページ① 
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調査票・設問ページ② 
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調査票・設問ページ③（裏表紙） 
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 集計方法について 

  集計結果の各割合（％）は、各設問における回答者数を基数(n)として算出しており（「不明」、

「無回答」を除いていない）、複数回答の設問では、その合計が 100％を超えることがある。 

  回答割合の集計・算出は、小数点以下第 2 位を四捨五入しているため、数値の合計が 100.0％

にならないものもある。 

※ 各集計結果（表及びグラフ）で、属性ごとの回答者数を基数「n= 」として表示しており、n 

数値が少ない（回答者数が少ない）属性の集計結果については、各回答割合の参照に際し、誤差

が多分に含まれていることを前提とした注意を要する。 
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2. 回答者及び回答者の家庭、住宅等の属性 

 回答者の属性 

2.1.1.1 性別 

  回答者を男女別にみると、<女性>が 6 割以上

を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1.1.2 年齢 

  回答者の年齢は<40 代>が 3 割と最も多く、次いで<30 代>が 2 割強、<50 代>と<60 代>が

それぞれ 1 割強となっている。<10 代以下>と<20 代>、<70 代>は 1 割に満たないものの、

全体として幅広い世代の回答が得られている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男

36.5%
女

63.5%

不明

0.0%

●性別

(n=203)

10代以下
2.5%

20代
5.9%

30代
24.6%

40代
30.0%

50代
15.8%

60代
12.8%

70代以上
8.4%

不明
0.0%

●年齢
(n=203)
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2.1.1.3 居住地域 

  回答者を居住地域別にみると、豊田市在住者が最も多く全体の 4割弱、次いで名古屋市在住者が

3割弱を占めている。また、地方別にみると、＜尾張地方＞が 4割、＜西三河地方＞と＜東三河

地方＞を合わせて 5割強となっている。 
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2.1.1.4 回答者の住宅 

  回答者の住宅については、7割強が<一戸建て>であり、<集合住宅>が 3割弱となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1.1.5 世帯人数 

  世帯人数については、<4 人>世帯が 4 割弱、次いで<3 人>世帯と<2 人>世帯が 2 割強となっ

ている。 

  一方、<1人 >世帯は 1割未満と少なくなっている。 

 

 

 

 

 

  

一戸建て

71.4%

集合住宅

27.6%

その他・不明

1.0%

●住宅

(n=203)

1人

5.4%

2人

21.2%

3人

22.2%

4人

37.9%

5人以上

12.8%

不明

0.5%

●世帯人数

(n=203)



10 

 

2.1.1.6 属性別回答者数 
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3. 家庭の省エネアンケート 

3.1 家電ごとの省エネ行動の実施状況 

 全体 

  家庭の省エネ行動に関する全 17 項目の実施状況について、それぞれ実施の有無、または実施意

向についてたずねた結果は下表の通りである。 

  「冷蔵庫」「照明器具」「テレビ」「エアコン（設定温度の目安）」「風呂給湯器」「自動車」

に関わる省エネ行動は、「既に実施している」割合が高く、省エネを意識した使用方法が浸透し

ていることがうかがえる。 

  「エアコン（フィルター清掃）」については、「既に実施している」が 2割強と少ないが、「こ

れから実施したいと思う」割合が過半数を超えており、多くの回答者が実施する必要のあると認

識しながらもなかなか実施できていない省エネ行動であることがうかがえる。 

  17 項目のいずれも「これからも実施するのは難しい」の割合は低いが、その中で「エアコン

（設定温度の目安）」は比較的高くなっており、2022年の夏の暑さの影響が考えられる。 

  「電気カーペット」「ガスファンヒーター」「石油ファンヒーター」は「持っていない／該当し

ない」の割合がそれぞれ４~６割を超えており、使用の少ない家電になっている。 
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  家電使用の省エネ行動 17 項目の中で「既に

実施している」と答えた項目の数をみると、

回答者の4割強が「9～13個」の項目を実施

していると答え、次いで、3 割強が「5～8

個」の項目を実施していると答えている。 

  家電使用の省エネ行動 17 項目の中で「既に

実施している」と答えた項目数のうち、「0

～4 個」と「5～8 個」と答えた回答者を合

わせるとほぼ半数となっており、実施されて

いる省エネ行動は多いとは言えない。 

 居住地域別 

  回答者の居住地域別に「既に実施している」の割合をみると、全般的に大きな差異は見られない。 

  その中で、「自動車」は、＜尾張地方＞の実施している割合が他の地域に比べ低くなっている。

一方で、「冷蔵庫（設定温度の変更）」「テレビ」「エアコン（フィルター清掃）」「ガスファ

ンヒーター」は、実施している割合が他の地域に比べて高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0～4個
13.8%

5～8個
36.5%

9～13個
40.4%

14～17個
9.4%

●省エネ行動の実施状況17項目で「既に実施

している」の数（n=203）
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  居住地域別に「これからも実施するのが難しい」の割合をみると、いずれの地域も 17 項目すべ

て低くなっているが、そのなかで「エアコン（設定温度の目安）」の割合が若干高い。 

  <東三河地方>では、「石油ファンヒーター（室温の目安）」「ガスファンヒーター（室温の目

安）」の実施が難しいとする割合が他の地域に比べて高くなっている。 

  <尾張地方>の「風呂給湯器（間隔をあけずに入浴）」の実施が難しいとする割合が他の地域に

比べて高くなっている。 
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  居住地域別に、17項目の中で「既に実施している」と答えた項目の数をみると、<東三河地方>

在住者の「既に実施している」と答えた項目数が、他地域に比べて多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男女別 

  男女別に家電使用の省エネ行動における「既に実施している」の割合をみると、全般的に大きな

差は見られないものの、「自動車」の運転に関わる 3 項目については<男性>の「既に実施して

いる」の割合が<女性>に比べてかなり高くなっている。 

  「これからも実施するのは難しい」の割合についても、男女で全般的に大きな差は見られない。 

  「風呂給湯器（間隔をあけずに入浴）」「電気ポット」で、<女性>の「既に実施している」の

割合が高い一方、「電気カーペット」「石油ファンヒーター（使用時間を減らす）」「ガスファ

ンヒーター」で、<男性>の「既に実施している」の割合が高くなっている。 
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  17 項目の中で「既に実施している」と答えた項目の数を男女別にみると、<女性>は「0～4 個」

「5~8 個」の項目を実施しているという回答が<男性>より多く、逆に<男性>は「9～13 個」

「14～17個」の項目を実施しているという回答が<女性>より多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年齢別 

  年齢別に家電使用の省エネ行動における「既に実施している」の割合を見ると、全体的に<70

代>で他の年齢よりも高く、逆に<20代>と<30代>で低くなっている。 

  そのなかで、「風呂給湯器（間隔をあけずに入浴）」では、<70代>の「既に実施している」の

割合が他の年齢に比べて低くなっている。 

  「自動車」「電気カーペット」では、<20代>の「既に実施している」の割合が他の年齢よりも

低い一方で、「風呂給湯器（シャワーは流しっぱなしにしない）」の割合が特に高くなっている。 
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  年齢別に「これからも実施するのは難しい」の割合をみると、多くの年齢で「冷蔵庫（詰め込み

過ぎない）」「エアコン（室内温度の目安）」「電気ポット」が高くなっている。 

  <10 代>と<70 代>で「これからも実施するのは難しい」と答えた項目が少なく、逆に<20

代>~<60代>で「これからも実施するのは難しい」と答えた項目が多くなっている。 
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  17 項目の中で「既に実施している」と答えた項目の数を年齢別にみると、全体として、年齢が

下がるほど「既に実施している」と答えた項目の数が少なく、<50代><60代><70代>の「既

に実施している」項目の数が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 世帯人数別 

  回答者の家庭の世帯人数別に「既に実施している」の割合をみると、世帯の人数が多いほど「冷

蔵庫（詰め込みすぎない）」「エアコン（温度設定の目安）」の実施している割合が低くなって

いる。一方、「風呂給湯器（シャワーは流したままにしない）」の実施している割合は、世帯の

人数が多いほど高くなっている。 

  <1人>世帯で「テレビ」の実施している割合が高い。 

  <2人>世帯で「照明器具」の実施している割合が低い。 

  「ガスファンヒーター」については、<2人>世帯と<３人>世帯で、「石油ファンヒーター」に

ついては、<2人>世帯と<５人以上>世帯で「既に実施している」の割合が高くなっている。 

  「自動車」の運転の省エネ行動については、<5 人以上>世帯の実施している割合が高くなって

いる。 
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  世帯人数別に「これからも実施するのは難しい」の割合をみると、全体的に「エアコン（室内温

度の目安）」の割合が高くなっている。 

  一方で、「エアコン（フィルター清掃）」は、<2 人>世帯で「これからも実施するのは難しい」

の割合が高くなっている。 

  「冷蔵庫（設定温度）」は、<1人>世帯と<2人>世帯で「これからも実施するのは難しい」の

割合が他の人数世帯に比べて高くなっている。また、<1 人>世帯では、「電気ポット」「石油

ファンヒーター（室温の目安）」についても、「これからも実施するのは難しい」の割合が高く

なっている。 
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  世帯人数別に、17項目の中で「既に実施している」と答えた項目の数をみると、<5人以上>世

帯で実施している項目の数が多く、<1人>世帯で少なくなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 省エネ行動の実施が難しい理由 

 全体 

  設問の家電使用における省エネ行動 17 項目のうち 1 項目でも「これからも実施するのは難しい」

と答えた回答者 69 名を対象に、その理由（最大の理由 1つのみを選択）についてたずねたとこ

ろ、その理由は、「快適さが損なわれるのが嫌だから」が 3割強と最も多く、次いで「設定など

が面倒だから」「家族の生活サイクルが個々にちがっているから」が 1割強、「小さな子どもが

いるため難しいから」が 1割弱となっている。 

  特に、「エアコン（設定温度の目安）」を「これからも実施するのは難しい」と答えた回答者

32 名については、そのうちの 4 割弱にあたる 12 名が「快適さが損なわれるのが嫌だから」と

回答している。また、「風呂給湯器（間隔をあけずに入浴）」を「これからも実施するのは難し

い」と答えた回答者 14名についても、その 4割強にあたる 6名が「家族の生活サイクルが個々

にちがっているから」と回答している。 
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【その他（回答記述 11）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 現実的でない     
 28℃に設定してもまったく涼しくないから     
 忘れてしまう     
 ついつい安い時に多く買ってしまう     
 あついから     
 生活する人数が多いため     
 家族の利用時間帯が離れているため     
 家電に不都合が発生するから     
 健康に支障をきたすから     
 犬をかっている     
 ペットのために 
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  省エネ行動の実施状況 17 項目で「既に実施している」の項目数別に「これからも実施するのは

難しい」の理由をみていくと、省エネ行動の実施項目が<0～4個>の回答者では「快適さが損な

われるのが嫌だから」の割合が特に高くなっている。また、省エネ行動の実施項目が<5～8

個><9～13個>の回答者についても、「快適さが損なわれるのが嫌だから」の割合が高い。 

  省エネ行動の実施項目が<0～4個>の回答者では、「責任を感じないから」の割合が、他の回答

者に比べて高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 居住地域別 

  回答者の居住地域別に実施が難しい理由をみると、特に<西三河地方>在住者で「快適さが損な

われるのが嫌だから」の割合が高い。 

  <東三河地方>在住者では、「家族の生活サイクルが個々にちがっているから」の割合が 3 地域

の中で特に高く、<尾張地方>在住者では、「小さな子どもがいるため難しいから」の割合が高

くなっている。 
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「 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男女別 

  男女別に実施が難しい理由をみると、<男性><女性>ともに、「快適さが損なわれるのが嫌だか

ら」が最も多くなっている。その他、<女性>では「家族の生活サイクルが個々にちがっているか

ら」「小さな子どもがいるため難しいから」が多く、<男性>では「設定などが面倒だから」が多

くなっている。 
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 年齢別 

  回答者の年齢別に実施が難しい理由をみると、<20 代><30 代><４0 代>で「快適さが損なわ

れるのが嫌だから」の割合が最も高く、<60代>では「快適さが損なわれるのが嫌だから」とと

もに「家族の生活サイクルが個々にちがっているから」の割合が最も高くなっている。 

  <70代以上>では「設置などが面倒だから」の割合が高くなっている。 

  <50 代>「<60 代>では、他の年齢層に比べて「家族の生活サイクルが個々にちがっているか

ら」の回答の割合が高くなっている。 
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 住宅別 

  回答者の住宅形態別に実施が難しい理由をみると、<集合住宅>居住者、<一戸建て>居住者と

もに、「快適さが損なわれるのが嫌だから」の割合が最も高くなっている。 

  <一戸建て>居住者では、<集合住宅>居住者と比べて「設定などが面倒だから」と回答した人

の割合が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



28 

 

 世帯人数別 

  家庭の世帯人数別に実施が難しい理由を見ると、<3 人>世帯を除いて、「快適さが損なわれるの

が嫌だから」の割合が最も高くなっている。 

  <3人>以上の世帯では、「家族の生活サイクルが個々に違っているから」の割合が高い。また、 

<3人>世帯では、「小さな子どもがいるため難しいから」の割合も高くなっている。 

  <1人>世帯および<2人>世帯では、「設定などが面倒だから」の割合が他の世帯に比べ高くなっ

ている。 
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4. 気候変動・省エネに関する認知度アンケート 

 全体    

  気候変動・省エネに関係する 14の事柄について、それぞれ知っているか否かをたずねた設問では、 

「4.地球温暖化はSDGsにおいても重要な課題として位置付けられていること」「7.温暖化が進むと、

夏の猛暑や大雨、台風がさらに激しくなったり･･･することを」「8.温暖化によって、農作物の収量

が減ったり、味が落ちたりすることを」「9.温暖化によって、日本や世界の多くの動植物の絶滅の危

険性が高まることを」については、７割近くの人が「知っていた」回答しており、認知度が高くなっ

ている。 

  「2. 1.5℃未満という目標に対して、すでに 1.1℃上昇していることを」「5.地球温暖化を予測した

眞鍋淑郎さんがノーベル物理学賞を受賞されたことを」「6.何の対策もしなければ、日本の平均気温

は今世紀末には最大で 4.5℃上がると予測されていることを」「14.住宅の断熱によって、エネルギ

ー消費量を減らせるだけでなく、病気になる率が激減していることを」については、4 割近くの人が

「全く知らなかった」と回答しており、認知度が低くなっている。 

  ほとんどの事柄について、「聞いたことはある」が 3 割程度となっており、詳しくは知らないもの

の、なんとなく耳にしている人が多いことがうかがえる。 
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  14 の事柄のうち「知っていた」と答えた項目の数をみると、<7～10 個>の項目を知っていた回答

者が3割強、次いで<11～14個>の項目を知っていた回答者が2割強を占め、14項目のうち半数の

7個以上を知っていた回答者は全体の 6割弱となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 居住地域別   

  回答者の居住地域別に気候変動・省エネに関係する 14 の事柄に対する認知度をみると、各地域とも

に同じような傾向にあるものの、全体として<尾張地方>の「知っていた」の割合が高くなっている。 

  特に、<尾張地方>の在住者の「4.地球温暖化は SDGs においても重要な課題として位置付けられて

いること」「7.温暖化が進むと、夏の猛暑や大雨、台風がさらに激しくなったり･･･することを」

「8.温暖化によって、農作物の収量が減ったり、味が落ちたりすることを」「9.温暖化によって、日

本や世界の多くの動植物の絶滅の危険性が高まることを」「10.温暖化が社会、経済、健康などに及

ぼすリスクは、気候危機と呼ばれるほど深刻になってきていることを」を「知っていた」とする割合

が他の 2つの地域に比べ高くなっている。 

  一方、<西三河地方>と<東三河地方>在住者の「1. 2015年のパリ協定で、気温上昇を＋1.5℃未満

に抑えるという目標が定められたことを」「2. 1.5℃未満という目標に対して、すでに 1.1℃上昇し

ていることを」「5.地球温暖化を予測した眞鍋淑郎さんがノーベル物理学賞を受賞されたことを」

「6.何の対策もしなければ、日本の平均気温は今世紀末には最大で 4.5℃上がると予測されているこ

とを」を「全く知らなかった」の割合が<尾張地方>に比べて高くなっている。 

 

 

0個
10.3%

1～3個
17.2%

4～6個
15.8%

7～10個
34.0%

11～14個
22.7%

●気候変動、省エネ等に関する認知度14項

目で「知っていた」の数(n=203)
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  回答者の居住地域別に 14 の事柄のうち「知っていた」と答えた項目の数をみると、<尾張地方>在

住者の「知っていた」の項目数が、<西三河地方><東三河地方>在住者に比べ多くなっている。 

  <東三河地方>在住者では、「知っていた」項目数を＜0 個＞と答えた回答者の割合が<尾張地

方><西三河地方>に比べ高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男女別 

  回答者の男女別に気候変動・省エネに関係する 14 の事柄に対する認知度をみると、「9.温暖化によ

って、日本や世界の多くの動植物の絶滅の危険性が高まることを」を除くすべての事柄について、

<女性>に比して<男性>の「知っていた」割合が高くなっている。 

  特に、「1. 2015 年のパリ協定で、気温上昇を＋1.5℃未満に抑えるという目標が定められたことを」

「2. 1.5℃未満という目標に対して、すでに 1.1℃上昇していることを」「3.世界各国で脱炭素が表

明されており、わが国も『2050 年カーボンニュートラル宣言』を表明したことを」「5. 地球温暖

化を予測した眞鍋淑郎さんがノーベル物理学賞を受賞されたことを」については、<男性>の「知っ

ていた」とする割合は<女性>に比べかなり高い。 

  また、<女性>の「1. 2015 年のパリ協定で、気温上昇を＋1.5℃未満に抑えるという目標が定めら

れたことを」「2. 1.5℃未満という目標に対して、すでに 1.1℃上昇していることを」「5. 地球温

暖化を予測した眞鍋淑郎さんがノーベル物理学賞を受賞されたことを」「6.何の対策もしなければ、

日本の平均気温は今世紀末には最大で 4.5℃上がると予測されていることを」の「全く知らなかった」

割合が高くなっている。 
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  回答者の男女別に 14 の事柄のうち「知っていた」と答えた項目の数をみていくと、<女性>よりも

<男性>の「知っていた」項目数が多いことがわかる。 
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 年齢別 

  回答者の年齢別に気候変動・省エネに関係する 14 の事柄に対する認知度をみると、全般的に<70

代>の「知っていた」の割合が高く、<30代>と<40代>で低くなっている。 

  <10代>では、「13. 10年前に比べると、家電製品によっては 3割から 8割も電気代がお得である

ことを」「14.住宅の断熱によってエネルギー消費量を減らせるだけでなく、病気になる率が激減し

ていることを」の「知っていた」人はいない。 
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  <20代>と<３0代>の「全く知らなかった」と回答した割合が他の年齢に比べて高くなっている。 

  <10代>から<50代>では、「2. 1.5℃未満という目標に対して、すでに 1.1℃上昇していることを」

「5. 地球温暖化を予測した眞鍋淑郎さんがノーベル物理学賞を受賞されたことを」「6.何の対策も

しなければ、日本の平均気温は今世紀末には最大で 4.5℃上がると予測されていることを」「14.住

宅の断熱によってエネルギー消費量を減らせるだけでなく、病気になる率が激減していることを」の

「全く知らなかった」の割合が高くなっている。 
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  回答者の年齢別に 14 の事柄のうち「知っていた」と答えた項目数をみると、<20 代>および<50

代>以上で「知っていた」と答えた項目数が多く、<30 代>で「知っていた」と答えた項目数が少な

くなっている。 

  また、<30代>以上では、年齢が高くなるほど「知っていた」とする項目数が多くなる傾向がみられ

る。 
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 「知っていた」の項目数別にみた省エネ行動が難しい理由 

  14 の事柄のうち「知っていた」と答えた項目数別に、家電の省エネ行動で「これからも実施するの

は難しい」を選んだ最も大きな理由をみると、全体的に「快適さが損なわれるのが嫌だから」の割合

が高い。 

  ＜1~3個>の回答者では、他の回答者に比べて「責任を感じないから」の割合が高くなっている。 
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 「省エネ行動」を実施している項目数別にみた「気候変動、

省エネ等で知っていること」の項目数 
 

  「省エネ行動」を実施している項目数別に、14 の事柄「気候変動、省エネ等で知っていること」に

ついて「知っていた」と答えた項目数をみると、全体的に「既に実施している」とする項目数が多い

人ほど、気候変動や省エネに関わる新しい情報に敏感であり、多くの情報を得ていることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「省エネ行動」は、地球温暖化対策として以前から提唱されてきた行動である一方、「気候変動、省エネ等で知っている

こと」の 14 の事柄は、地球温暖化に関わる最近の情報が多いことから、「省エネ行動」をしている人、あるいはしていな

い人が、新しい情報に対してて、いかに敏感であるかを見るためこのような分析を行った。 
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5. 自由記入欄に記述された意見 

 省エネ等で取り組んでいることや疑問に思っていること、調査の感想などを、調査票末尾の自由記入欄に

11名が記述をした。その内容は下記の通りである。 

 

整理番号 内  容 

58 知らなかった事が多かった。 

117 太陽光ソーラーパネルは有効的といいますが、何となくその近辺が暑く感じます。地面温度

upはしてないんでしょうか？ 

125 皆がやれば良い方向に進むだろう 

132 "がまん"するのではなく、楽しくくらしていく 

135 地球を守ろう！ 

143 カーボンニュートラルについて知りたいです。 

147 プラスチックのゴミはなぜへらないのか？ 

148 知らないことも多くとても勉強になりました 

176 ソーラーパネル等製造に環境負荷がかかっていること 

180 エアコンの電源はこまめに消した方がいいのか、つけっぱなしの方がいいのか、どっちもき

いたことがあって、悩んでいます 

189 CO2は本当に地球温暖化の原因なのか？ 
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